
市民活動総合情報誌／ボランティア・NPOをもう一歩深く

①《特集》多様なセクターが支える 高齢者の移動支援
⑪《うぉろ君の気にな〜るゼミナール》 

「ERG」って？
⑫《この人に》 

三代目 神田 山陽さん （講談師）

⑭《V時評》
「復興」とは何か
⑮《実録・市民活動「私のいちばん長い日」》 

東日本大震災から四十九日目
立ったままの設立総会 
鈴木 まり子（�浜松の企業が手をつなぐ災害支援ネットワーク 

はままつnanet 事務局長）

⑯《能登半島地震 穴水発～現地から伝える「被災地の今」》  
過疎地の復興には大きな課題
寄り添い「前に進める」記事を
滝井 元之 

（しんぶん「紡ぐ」発行人）

 12・1
⑰《現場は語る～コーディネートの現場から》

人や地域とのつながりを育む日本語教室 
―地域の多文化共生の推進に向けて
藤井 美香 

（公益財団法人横浜市国際交流協会 多文化共生推進課 担当課長）

⑳《NPOのためのほっこり法律相談》

小規模団体の内部通報制度の生かし方
樽本 哲 

（弁護士、一般社団法人全国レガシーギフト協会 共同代表）

㉒《情報ピックアップ》  

㉓《シネマ／ライブラリー》
『ノー・アザー・ランド 故郷は他にない』／書籍紹介

㉔《晴れ時々ボランティア》 

斎門 豊 さん
（福井県卓球バレー協会 事務局長、福井ベトナム人日本語勉強会 事務局長）

https://osakavol.org/publishing/volo/

地域で、子育てのお手伝いをしたり、
悩んでいるお母さん、お父さんの
相談にのる活動や、

障がいのある人が、まちで幸せに暮らせ
るお手伝いをする活動や、

地域で、１人暮らしや寝たきりの高齢者
に、栄養の整った食事を届ける活動や、

地域に住むみんなが「安心・安全」に
暮らすための活動や、

共同募金は、地域をつくる市民を応援していきます。

地域のいろいろな活動のために役立てられます。
●中央共同募金会の全国共通助成テーマである「つながりをたやさない社会づくり～あなたは一人じゃな

い～」を助成テーマとし先進的なとりくみを支援してまいります。また、地域福祉活動への『重点助成分
野』を「誰をも受け入れ誰もが参加できる地域づくり」「健康でいきいきと暮らし続けられる地域づくり」

「生きづらさを抱える子ども・若者とその家族への支援」「災害ボランティア活動・防災・減災活動への
支援」「生活に困難を抱える人たちへの緊急支援」とし、これらの活動を重点的に支援してまいります。
さらに「TEAM EXPO 2025」プログラム/共創パートナーとして、共創チャレンジに登録され活動す
る団体を積極的に支援します。

●国内で大きな災害が発生した時は、共同募金は都道府県域を超えて、被災地で被災した人たちを助け
る活動の支援も行います。

●寄付金には、税の特典があります。会社など法人の寄付金は、全額損金算入できます。個人の寄付金は、
所得税の所得控除または税額控除、住民税の税額控除の対象になります。
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高
齢
者
の
移
動
支
援

多
様
な
セ
ク
タ
ー
が
支
え
る

「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進
に関する法律（バリアフリー新法）」の施行から
20年を迎える2026年。建物や公共交通、駐車
場などハード面のバリアフリーは当時より進ん
だものの、今なお目的地への移動に困難をきた
す高齢者や障害者などは後を絶たない。
本特集では高齢者の移動支援にスポットをあ

て、この20年間の支援活動の変化を追いなが
ら、支援に携わる市民を支える行政、企業、関
係機関などの新しい動きを紹介し、これからの
移動支援のあり方を考えたい。

■特集チームメンバー■■特集チームメンバー■
青山 織衣、永井 美佳、村岡 正司青山 織衣、永井 美佳、村岡 正司

特　  集
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２
０
０
６
年
、 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
新
法
が
画
期

２
０
０
６
年
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
新
法
は
、ハ

ー
ト
ビ
ル
法（
建
築
）と
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法

（
交
通
）を
統
合
・
拡
充
し
た
法
律
で
あ
る
。

対
象
も
身
体
障
害
に
限
ら
ず
、
知
的
・
精
神
・

発
達
障
害
な
ど
を
含
む「
す
べ
て
の
障
害
者
」

や
高
齢
者
等
へ
と
広
が
っ
た
。

同
年
の
道
路
運
送
法
改
正
に
よ
る
福
祉
有

償
運
送
の
制
度
化
と
あ
わ
せ
て
、
移
動
支
援

は
「
ハ
ー
ド（
環
境
）」と
「
サ
ー
ビ
ス（
担
い

手
・
運
行
）」
の
両
輪
で
支
え
る
段
階
へ
と
進

ん
だ
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
高
齢
化
と
人
口
減
少
が
急
速
に

進
む
中
、
日
々
の
買
い
物
や
通
院
、
友
人
と

の
お
し
ゃ
べ
り
に
出
か
け
る
た
め
の
「
暮
ら

し
の
足
」
は
ま
す
ま
す
危
う
く
な
っ
て
い
る
。

路
線
バ
ス
の
縮
小
や
運
転
手
不
足
、
郊
外
住

宅
地
や
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
高
齢
化
な
ど
が
重

な
り
、
移
動
し
づ
ら
さ
は
地
方
だ
け
で
な
く

都
市
近
郊
で
も
顕
在
化
し
て
い
る
。
免
許
を

返
納
し
た
高
齢
者
が
、
バ
ス
停
ま
で
歩
く
こ

と
が
難
し
い
、
バ
ス
は
あ
る
が
本
数
が
少
な

く
通
院
の
時
間
に
合
わ
な
い
、
と
い
っ
た
声

は
全
国
で
聞
か
れ
る
。

一
方
、00
年
の
介
護
保
険
制
度
の
ス
タ
ー
ト

以
前
か
ら
、
家
族
に
よ
る
送
迎
や
近
所
同
士

の
「
つ
い
で
の
送
り
迎
え
」、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
送

迎
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
社
会
福
祉
協
議
会（
以
下
、社

協
）に
よ
る
移
送
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
市
民
は
工

夫
し
な
が
ら
地
域
で
の
暮
ら
し
を
支
え
て
き
た
。

移
動
支
援
は
、
法
律
や
制
度
が
整
う
前
か
ら

現
場
で
積
み
上
げ
ら
れ
て
き
た
実
践
で
あ
り
、

地
域
生
活
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
の
役
割
を
果

た
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、お
も
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
新
法
成

立
前
後
か
ら
こ
こ
数
年
で
生
ま
れ
て
き
た
多

様
な
セ
ク
タ
ー
間
の
連
携
に
よ
る
支
援
の
動

き
を
追
い
、
移
動
支
援
の
歴
史
を
概
観
す
る
。

前
史
―
１
９
８
０
年
代
か
ら
の 

「
住
民
参
加
型
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」

移
動
に
関
わ
る
制
度
づ
く
り
や
ま
ち
づ
く

り
は
、
介
護
保
険
や
総
合
事
業
（
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
）
な
ど
を
担
う
厚
生
労

働
省
（
厚
労
省
）
と
、
道
路
運
送
法
や
地
域

公
共
交
通
政
策
を
担
う
国
土
交
通
省
（
国
交

省
）、
そ
し
て
総
務
省
と
内
閣
府
、
経
済
産

業
省
な
ど
が
進
め
る
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
ー
や

地
方
創
生
と
い
う
、
大
き
く
三
つ
の
政
策
の

軸
で
進
め
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
中
で
、
市
民

に
よ
る
取
り
組
み
が
ど
の
よ
う
に
立
ち
上
が

り
、
発
展
し
て
い
っ
た
か
を
ま
ず
整
理
し
て

み
た
い
。

移
動
支
援
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
き
、
00

年
の
介
護
保
険
の
ス
タ
ー
ト
や
06
年
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
新
法
、
道
路
運
送
法
改
正
よ
り
前
に
、

１
９
８
０
年
代
か
ら
広
が
っ
て
き
た「
住
民
参

加
型
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」
の
流
れ
が
あ
る
。

老
人
保
健
法
に
よ
る
医
療
費
抑
制
や
「
社
会

的
入
院
」
の
見
直
し
で
、
都
市
部
を
中
心
に

要
介
護
高
齢
者
が
地
域
で
暮
ら
す
よ
う
に
な

り
、
食
事
サ
ー
ビ
ス
、
安
否
確
認
、
家
事
援

助
な
ど
在
宅
福
祉
の
ニ
ー
ズ
が
急
増
し
た
。

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
在
宅
福
祉
サ
ー

ビ
ス
や
住
民
参
加
型
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な

ど
を
通
じ
て
、
有
償
で
の
在
宅
福
祉
活
動
を

地
域
に
根
づ
か
せ
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。

近
隣
住
民
が
「
協
力
会
員
」
と
し
て
有
償
で

活
動
す
る
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
、
各
地
で

立
ち
上
が
っ
て
い
っ
た
。

介
護
保
険
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
新
法
以
降
、在

宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
は
、訪
問
介
護
事
業

所
や
福
祉
有
償
運
送
事
業
、
あ
る
い
は
市
町

村
の
総
合
事
業
と
い
っ
た「
制
度
の
枠
内
」で

の
活
動
に
移
行・再
編
さ
れ
て
いっ
た
。
そ
の
主

体
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
事
業
者
や
社
協
の
地
域
福

祉
サ
ー
ビ
ス
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
形
は
変
わ
っ

た
が
、80
年
代
か
ら
地
域
で
動
い
て
き
た
人
た

ち
が
00
年
代
以
降
も
移
動
支
援
・
生
活
支
援
の

担
い
手
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
連
続
性
が
あ
る
。

一
方
で
、
そ
の
先
駆
け
世
代
が
今
や
後
期

高
齢
者
と
な
り
、
代
表
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
、
実
働
ス
タ
ッ
フ
の
高
齢
化
が
深
刻
に
な

っ
て
い
る
。

変
遷
―
２
０
０
０
年
以
降
の 

国
の
動
き
と
市
民
活
動

厚
労
省
は
介
護
保
険
制
度
創
設（
00
年
）を

起
点
に
、
訪
問
介
護
に
よ
る
通
院
付
き
添
い

や
乗
降
介
助
を
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
と

社
会
環
境
や
制
度
の
変
遷
と
市
民
活
動
の
20
年
の
あ
ゆ
み

社
会
福
祉
法
人
大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

青
山 

織
衣

（
助
言
・
協
力
：
関
西
Ｓ
Ｔ
Ｓ
連
絡
会　

柿
久
保 

浩
次
）
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し
て
の
移
動
支
援
」
と
位
置
づ
け
た
。
近
年

は
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
が

全
国
展
開
さ
れ
、
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
Ｄ
な
ど

を
通
じ
て
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
る

生
活
支
援
・
外
出
支
援
を
公
費
で
支
え
る
枠

組
み
が
整
っ
て
き
た
。

住
民
が
取
り
組
む
送
迎
活
動
や
付
き
添
い

と
道
路
運
送
法
と
の
関
係
が
整
理
さ
れ
、「
互

助
的
な
送
迎
に
対
し
て
奨
励
金
や
保
険
料
等

の
補
助
を
し
て
も
、
運
送
の
対
価
と
は
み
な

さ
な
い
」
と
い
う
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
国
交
省
は
道
路
運
送
法
改
正
（
06

年
）
に
よ
り
、
非
営
利
法
人
や
自
治
体
が
高

齢
者
・
障
害
者
を
自
家
用
車
で
有
償
輸
送
で

き
る
「
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
（
福
祉
有
償

運
送
な
ど
）」
を
制
度
化
し
た
。
そ
の
後
も
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
改
正
や
公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の

運
用
改
善
が
続
き
、
移
動
困
難
者
の
外
出
を

支
え
る
サ
ー
ビ
ス
が
法
の
枠
内
で
正
面
か
ら

認
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
加
え
10
年
代
の
後
半
か
ら
は
、

総
務
省
や
内
閣
府
、
経
済
産
業
省
な
ど
が
連

携
し
て
進
め
る
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
ー
・
地
方

創
生
の
文
脈
で
も
移
動
支
援
が
重
要
な
課
題

と
し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
地
方

創
生
推
進
交
付
金
を
活
用
し
た
地
域
再
生
計

画
で
は
、
予
約
制
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
や

乗
合
タ
ク
シ
ー
、
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
な

ど
新
し
い
形
の
交
通
手
段
の
導
入
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
移
動
支
援
は
単
に
「
病
院
や
買

い
物
へ
の
足
」
を
確
保
す
る
だ
け
で
な
く
、

健
康
づ
く
り
や
地
域
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
と

一
体
の
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
背
景
に
は
、
高
齢
運

転
者
に
よ
る
重
大
事
故
が
相
次
ぎ
、「
危
な

い
か
ら
運
転
を
や
め
て
ほ
し
い
」「
で
も
足

が
な
く
な
る
と
生
活
で
き
な
い
」
と
い
う
葛

藤
が
各
地
で
共
有
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
が
あ
る
。

20
年
間
の
行
政
の
動
き
に
対
し
、
市
民
活

動
の
側
は
制
度
の
外
側
に
あ
る
ニ
ー
ズ
―

介
護
認
定
前
の
高
齢
者
の
買
い
物
や
サ
ロ
ン

へ
の
送
迎
、
公
共
交
通
の
空
白
を
埋
め
る
移

送
サ
ー
ビ
ス
、
家
族
が
担
い
き
れ
な
い
送
り

迎
え
―
に
応
え
る
た
め
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
送

迎
や
会
員
制
移
送
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
全
国
各

地
で
生
み
出
し
た
。
制
度
の
な
い
時
代
に
手

探
り
で
始
め
ら
れ
た
取
り
組
み
が
、
の
ち
に

福
祉
有
償
運
送
や
総
合
事
業
な
ど
制
度
に
よ

っ
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
例
も
少
な
く
な
い
。

同
時
に
、
制
度
の
変
更
が
安
全
確
保
や
公

正
な
競
争
の
観
点
か
ら
ル
ー
ル
の
厳
格
化
を

も
た
ら
し
、
小
さ
な
市
民
団
体
が
活
動
を
続

け
ら
れ
な
く
な
る
な
ど
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
も

あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
現
場
は
、
新
し
い
制
度
を

読
み
解
き
な
が
ら
、
自
分
た
ち
の
や
り
方
で

柔
軟
に
移
動
支
援
を
続
け
て
き
た
の
で
あ
る
。

行
政
と
市
民
活
動
の
動
き
を
並
べて
見
る
こ
と

で
、
制
度
変
更
に
市
民
が
ど
う
応
答
し
て
き

た
か
が
概
観
で
き
る（
年
表
→
４
ペ
ー
ジ
）。

新
た
な
動
き
― 

縦
割
り
を
超
え
て
移
動
を
支
え
る

こ
こ
数
年
、
行
政
側
の
縦
割
り
を
ま
た
い

で
、
市
民
が
取
り
組
む
移
動
支
援
へ
の
サ
ポ

ー
ト
を
再
設
計
す
る
動
き
が
強
ま
っ
て
い
る
。

国
交
省
は
24
年
、「
道
路
運
送
法
に
お
け

る
許
可
又ま

た
は
登
録
を
要
し
な
い
運
送
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
よ
り
、
ガ
ソ
リ
ン
代

や
保
険
料
な
ど
の
実
費
弁
償
で
あ
れ
ば
、
住

民
互
助
的
な
送
迎
は
「
許
可
・
登
録
を
要
し

な
い
運
送
」
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
明

示
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
サ
ロ
ン
や
自
治
会

の
送
迎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
法
に
抵
触
せ
ず

に
活
動
し
や
す
く
な
る
土
台
が
整
っ
た
と
言

え
る
。

一
方
、
厚
労
省
は
25
年
に
介
護
予
防
・
日

常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等

を
見
直
し
、
総
合
事
業
の
中
で
移
動
・
送
迎

を
位
置
づ
け
や
す
く
す
る
方
向
性
を
示
し
た
。

同
じ
く
25
年
版
の
国
交
省
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で

は
、
福
祉
有
償
運
送
と
あ
わ
せ
て
、
こ
う
し

た
互
助
型
移
動
支
援
を
高
齢
者
の
移
動
手
段

の
重
要
な
選
択
肢
と
し
て
整
理
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
動
き
か
ら
言
え
る
の
は
、

・�

自
家
用
有
償
旅
客
運
送
な
ど
「
有
償
」
の

移
動
支
援

・�

市
町
村
や
総
合
事
業
に
よ
る
補
助
金
を
伴

う
移
動
支
援

・�

道
路
運
送
法
の
許
可
・
登
録
を
要
し
な
い

「
住
民
主
体
の
互
助
型
移
動
支
援
」

と
い
う
三
つ
の
層
を
ど
う
組
み
合
わ
せ
、コ
ス

ト
と
安
全
性
を
確
保
し
な
が
ら
ど
の
よ
う
に

持
続
可
能
な
仕
組
み
に
し
て
い
く
か
が
問
わ
れ

る
フ
ェ
ー
ズ
に
入
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

最
近
で
は
特
に
、
三
つ
目
の
「
住
民
主
体

の
互
助
型
移
動
支
援
」
が
目
立
っ
て
き
て
い

る
。
免
許
を
返
納
し
た
高
齢
者
や
１
人
暮
ら

し
の
人
を
、近
所
の
住
民
が
自
家
用
車
で
サ
ロ

ン
や
病
院
、
買
い
物
先
ま
で
送
迎
す
る
活
動

だ
が
、
自
家
用
車
を
使
う
だ
け
に
事
故
や
賠

償
の
リ
ス
ク
が
あ
る
。
そ
の
認
識
が
広
が
り
、

こ
れ
ま
で
に
も
あ
っ
た
社
協
の「
ふ
く
し
の
保

険
」
に
よ
る
送
迎
サ
ー
ビ
ス
補
償
に
加
え
て
、

移
動
サ
ー
ビ
ス
専
用
自
動
車
保
険
・
事
業
者

向
け
特
約
、
自
治
体
独
自
の
保
険
料
助
成
制

度
な
ど
、
新
た
な
補
償
の
仕
組
み
の
活
用
が

図
ら
れ
て
い
る
。

今
後
―
地
域
包
括
ケ
ア
を 

支
え
る
イ
ン
フ
ラ
へ

重
要
な
の
は
、
第
一
に
「
移
動
」
は
も
は

や
生
活
支
援
の
オ
プ
シ
ョ
ン
で
は
な
く
、
地

域
包
括
ケ
ア
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
だ
と
い
う

認
識
だ
。
日
々
の
外
出
や
社
会
参
加
を
可
能

に
す
る
こ
と
自
体
が
健
康
づ
く
り
で
あ
り
、

孤
立
防
止
で
あ
り
、
地
域
の
持
続
可
能
性
の

条
件
で
あ
る
。

多様なセクターが支える

高齢者の移動支援
特
集
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ウォロ２年分（12冊）を
挟み込めるバインダー
（１冊５００円＋送料35０円）です。
お問い合わせはウォロ編集部／office@osakavol.orgまで

「
Ｅ
Ｒ
Ｇ
」っ
て
？

 Vol.
145

最
近
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
の
専
門
家

会
議
な
ど
の
場
でEm

ployee Resource 
G

roup

（
Ｅ
Ｒ
Ｇ
、エ
ン
プ
ロ
イ
―
リ
ソ
ー
ス
グ

ル
ー
プ
）が
話
題
に
な
る
。
Ｅ
Ｒ
Ｇ
と
は
、ジ

ェ
ン
ダ
ー
、環
境
、異
文
化
、障
が
い
、キ
ャ
リ

ア
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
共
通
の
社
会
課
題
の

下
に
、
社
員
が
自
発
的
に
集
ま
り
活
動
す
る
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
ー
を
意
味
す
る
。
Ｅ
Ｒ
Ｇ
の
メ
リ

ッ
ト
は
、社
員
側
に
と
っ
て
は「
社
会
と
の
一

体
感
が
感
じ
ら
れ
る
」「
業
務
外
で
自
分
の
能

力
を
生
か
せ
る
」「
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
つ
な
が
る
」、

企
業
側
で
は「
愛
社
精
神
が
高
ま
る
」「
Ｅ
Ｒ

Ｇ
の
意
見
を
社
内
改
善
に
生
か
せ
る
」な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。
米
国
の
大
企
業
で
は
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
で
、
Ｅ
Ｒ
Ｇ
の
活
動
費
を
支
援
し
た
り
、

役
員
を
Ｅ
Ｒ
Ｇ
の
メ
ン
タ
ー
に
つ
け
た
り
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
。

２
０
２
５
年
10
月
の
米
国
出
張
の
際
、サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
経
営
の
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ

ー
企
業
を
訪
問
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
社
会

貢
献
チ
ー
ム
の
責
任
者
に
Ｅ
Ｒ
Ｇ
を
支
援
す

る
理
由
に
つい
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「『
自
主
性
』

と『
地
域
社
会
へ
の
関
心
』を
持
っ
た
社
員
こ

そ
が
、
社
会
課
題
の
解
決
に
資
す
る
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
を
創
出
し
、
人
類
の
進
歩
を
ド
ラ
イ
ブ

（
推
進
）す
る
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。
Ｅ
Ｒ
Ｇ
支

援
が
企
業
競
争
力
を
高
め
、
パ
ー
パ
ス（
注
）

の
実
現
を
後
押
し
す
る
ス
ト
ー
リ
ー
だ
。

22
年
に
改
訂
さ
れ
た
経
団
連
企
業
行
動
憲

章「
実
行
の
手
引
き（
第
９
版
）」に
は
、Ｅ
Ｒ
Ｇ

に
関
す
る
記
述
も
あ
る
。
人
的
資
本
経
営
に

注
目
が
集
ま
る
中
、
日
本
企
業
に
よ
る
Ｅ
Ｒ
Ｇ

支
援
の
動
向
に
、今
後
も
注
目
し
て
い
き
た
い
。

（
注
）
社
会
貢
献
や
社
会
課
題
の
解
決
と
関
連
づ
け

て
定
義
さ
れ
る
、
企
業
の
存
在
意
義
や
存
在
目
的
。

N
T
T
デ
ー
タ
グ
ル
ー
プ 

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

経
営
推
進
本
部 

シ
ニ
ア
・
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト �

�

金
田 

晃
一
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第71回

わたしがいる あなたがいる
なんとかなる

「希望のまち」のつくりかた

奥田 知志著
西日本新聞社、2025年8月
1,870円（税込）

～市民視点の映画を紹介する
第91回

「
簡
単
に
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ

の
ど
ち
ら
か
が
善
で
、ど
ち
ら
か
が
悪
だ

と
結
論
づ
け
ら
れ
た
な
ら
、
そ
れ
は
あ

な
た
が
何
も
知
ら
な
い
証
拠
だ
」（『
ガ

ザ
日
本
人
外
交
官
が
見
た
イ
ス
ラ
エ
ル
と

パ
レ
ス
チ
ナ
』
中
川
浩
一
著
・
幻
冬
社
文
庫

よ
り
）

２
０
２
３
年
10
月
７
日
、
パ
レ
ス
チ

ナ
・
ガ
ザ
地
区
の
ハ
マ
ス
が
イ
ス
ラ
エ

ル
を
大
規
模
攻
撃
し
た
。
両
国
の
争
い

は
、
停
戦
を
経
た
現
在
も
な
お
問
題
解

決
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

本
作
は
、も
う
一
つ
の
パ
レ
ス
チ
ナ
自

治
区
で
あ
る
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
が
舞
台

だ
。
19
年
か
ら
４
年
の
間
、パ
レ
ス
チ
ナ

人
の
青
年
バ
ゼ
ル
が
、イ
ス
ラ
エ
ル
人
記

者
の
ユ
ヴ
ァ
ル
と
共
に
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
に

よ
る
破
壊
と
占
領
が
進
む
西
岸
地
区
の

状
況
を
撮
影
し
た
。
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の

監
督
と
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
監
督
が
共
同

で
撮
っ
た
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。

銃
を
持
っ
た
イ
ス
ラ
エ
ル
兵
た
ち
が
パ

レ
ス
チ
ナ
人
の
住
居
や
学
校
を
取
り
囲

み
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
破
壊
す
る
。
住

民
た
ち
は
強
く
抗
議
を
す
る
も
、
兵
士

た
ち
は「
法
に
よ
っ
て
家
屋
破
壊
は
合
法

的
で
あ
る
」と
の
一
点
張
り
で
相
手
に
し

な
い
。
取
り
壊
し
た
あ
と
は
「
軍
用
地

に
す
る
」
と
い
う
。
威
嚇
射
撃
に
よ
っ

て
住
人
が
逃
げ
惑
う
姿
も
映
し
出
さ
れ

る
。
実
際
に
バ
ゼ
ル
の
親
戚
は
、
撃
た

れ
て
下
半
身
不
随
に
も
な
っ
た
。
見
て

い
て
印
象
深
い
の
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
兵

と
パ
レ
ス
チ
ナ
人
と
の
間
に
全
く
対
話

が
な
い
こ
と
だ
。
ま
る
で
エ
イ
リ
ア
ン

が
地
球
を
侵
略
す
る
よ
う
な
Ｓ
Ｆ
映
画

と
同
じ
で
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
成

立
し
な
い
。
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
尊
厳
は

踏
み
に
じ
ら
れ
て
い
く
。
兵
士
た
ち
の

蛮
行
に
強
く
抗
議
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
人

ユ
ヴ
ァ
ル
も
ま
た
「
敵
を
助
け
る
ユ
ダ

ヤ
人
」
と
罵の
の
しら
れ
る
。「
こ
れ
が
現
実

な
の
か
」
と
焦
燥
感
に
駆
ら
れ
る
映
画

で
あ
っ
た
。

僕
の
書
斎
の
壁
に
は
、
幕
末
か
ら
１

９
４
５
年
の
日
本
敗
戦
ま
で
の
世
界
史

年
表
が
貼
っ
て
あ
る
。
元
々
は
近
現
代

史
に
弱
い
自
分
へ
の
戒
め
で
貼
っ
て
い

た
も
の
だ
。
こ
の
年
表
を
見
る
度
に
、

当
時
の
歴
史
と
今
の
世
界
状
況
が
重
な

っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
本
作
と
同

じ
焦
燥
感
が
身
に
迫
っ
て
く
る
。

た
だ
、
決
し
て
救
い
が
な
い
わ
け
で

は
な
い
。
映
画
で
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
人

バ
ゼ
ル
と
イ
ス
ラ
エ
ル
人
ユ
ヴ
ァ
ル
は
、

こ
の
状
況
を
何
と
か
し
た
い
、
映
画
を

使
っ
て
変
え
て
い
き
た
い
と
、
２
人
で

対
話
を
重
ね
る
こ
と
を
諦
め
な
い
の
だ
。

「（
今
の
西
岸
地
区
の
）状
況
を
、
そ
の
物

語
を
変
え
る
方
法
を
見
つ
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。（
映
画
を
見
て
）誰
か
の
心
に

響
い
た
後
、
何
を
す
る
の
か
考
え
な
け

れ
ば
…
…
」。
互
い
の
存
在
を
認
め
合
お

う
と
す
る
２
人
の
対
話
は
、故
郷（
存
在
）

を
共
有
し
あ
う
出
発
点
と
い
え
る
。

今
月
の
作
品

『
ノ
ー
・
ア
ザ
ー
・
ラ
ン
ド 

故
郷
は
他
に
な
い
』

監督：�バーセル・アドラー、ユヴァル・アブラハーム、 
ハムダーン・バラール、ラヘル・ショール

日本語字幕：額賀深雪　字幕監修：高橋和夫
配給：�トランスフォーマー 

2024年｜ノルウェー、パレスチナ｜95分
DVD発売中（発売：トランスフォーマー／販売：TCエンタテイン
メント）、デジタル配信中

Ⓒ 2024 ANTIPODE FILMS. YABAYAY MEDIA

●今月の館主

1979年岐阜県生まれ。日本映画学校
（現・日本映画大学）卒業後、日本各地の
基層文化を映像で記録・研究する民族
文化映像研究所に入所。所長の姫田忠
義に師事し、映像制作に関わる。現在、
株式会社工房ギャレットの代表を務める。

今
い ま い

井 友
と も き

樹

本 書は、2022年12月か
ら西日本新聞に連載さ

れた50回の随筆「なんとか
なる」を核としつつ、著者が
時々に書いてきた文章を収録
したものである。

著者は大学生の頃、大阪市
西成区「釜ヶ崎」での衝撃的
な出会いをきっかけに、ホー
ムレスや困窮者の支援に携わ
り、後にNPO法人抱

ほう

樸
ぼく

を立
ち上げた。東八幡キリスト教
会（北九州市八幡東区）の牧師
でもあり、現在は同市小倉北
区に「希望のまち」をつくる
ため日々奔走している。
「希望のまち」は「誰もが困っ

たときは助けてと言えるまち」
の建設を目指すプロジェクト

である。暴力団本部事務所の
跡地に建てる複合型社会福祉
施設で、「困った人は誰でも入
れる」全室個室の救護施設と、
制度に縛られずに自分たちの
意思で主体的に活動できる空
間を併せ持つ。専門職による

「総合相談窓口」に加え、対話
重視の「素人相談」も構想に
挙がっているという。

著者は抱樸での活動の中で、
家族がいなかったり、縁が切
れたりしていて、亡くなって
も葬儀を出してくれる人がい
ない数多くの人々に出会って
きた。そこでつくったのが、
ケアや葬儀など家族が果たし
てきた機能を、赤の他人が担
い合う仕組みだ。これを著者

は「家族機能の社会化」と呼
び、単身世帯が4割近くにな
り「身内の支え」がぜい弱化
している日本にとって必要だ
と訴える。

自己責任や身内の責任が必
要以上に強調され、「助けて」と
言えない人がいる。だが、著者
は繰り返し強調する。強くな
くても人間は他者とつながり、
助け合うことによって生き延
びられるのだと。赤の他人が
つながることで「なんちゃって
家族」をつくるのが、著者の切
なる願い。26年秋、「弱肉強
食」ではない「弱者共存」の

「まち」がスタートする。

編集委員　阿部 太極

イラスト：杉浦 健


